
22

 ⒊　経験目標

 ⒉　プログラムの目的と特徴
　泌尿器研修プログラムによる専門研修により、「泌尿
器科医は超高齢社会の総合的医療ニーズに対応しつつ泌
尿器科領域における幅広い知識、練磨された技能と高い
倫理性を備えた医師である」という基本姿勢のもと、泌
尿器科専門知識、泌尿器科専門技能：診察・検査・診

断・処置・手術、継続的な科学的探究心の涵養、倫理観
と医療のプロフェッショナリズムの４つのコアコンピテ
ンシーからなる資質を備えた泌尿器科専門医になること
を目指します。

　専門研修では、それぞれ医師に求められる基本的診療
能力・態度（コアコンピテンシー）と日本泌尿器科学会
が定める「泌尿器科専門研修プログラム基準　専攻医研
修マニュアル」にもとづいて泌尿器科専門医に求められ
る知識・技術の修得目標を設定し、その年度の終わりに
達成度を評価して、基本から応用へ、さらに専門医とし
て独立して実践できるまで着実に実力をつけていくよう
に配慮します。

 ⒈　泌尿器科の紹介
　泌尿器科では副腎疾患や腎・尿管・膀胱といった尿路
疾患、前立腺や精巣などの生殖器疾患の診断・治療を
おこないます。愛媛大学泌尿器科では、外科手術とし
て腎や副腎、前立腺、膀胱の開放手術や鏡視下手術、尿
路結石に対する内視鏡的手術、女性泌尿器科手術、小
児泌尿器科手術などを行っています。特に、da Vinciや

hinotoriによるロボット手術を積極的に行っています。
また、透析治療を担当しており血液透析導入時の内シャ
ント作成から腎移植まで腎不全治療についても幅広く行
っています。それぞれの成果については学会、論文につ
いて広く公表しています。

泌　尿　器　科

献体やウェットラボ、ドライラボなどによる若手医師の手術研修
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 ⒋　指導医と指導体制

 ⒌　研修に関する行事

 ⒍　新専門研修プログラム

 ⒎　専門研修修了後について

月 火 水 木 金

【　朝　】手術症例検討会
【午前中】透析治療
【終　日】手　　術

【終　日】外来・検査・病棟業務
【　夕　】腎臓内科と透析カンファレンス
【　夕　】医局抄読会（臨床および研究
　　　　論文紹介）および医局会

【　朝　】病理・臨床
　　　　症例検討会

【午前中】透析治療
【終　日】手　　術

【終　日】
外来・検査・
病棟業務

【午前中】透析治療
【終　日】手　　術

担当：三浦徳宣（泌尿器科　講師）　　
TEL：089―960―5356　　E-mail：miura.noriyoshi.mk@ehime-u.ac.jp
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　コース選択は、高い臨床実
施能力の獲得とサブスペシャ
リティー（泌尿器癌、腎移植、
透析治療、小児泌尿器科、女
性泌尿器科など）確立を目指
す臨床修練コースと、学術的
な涵養を目的とした大学院進
学コースのどちらかを選択す
ることができます。

　各自の希望に沿い、大学院進学コースでは海外留学も
視野に入れた大学院での修練へ、また臨床修練コースで

は大学病院における臨床医療、市中病院でのより実践的
な臨床医療、開業などの選択肢があります。

 ⒏　専門研修の問い合わせ先

教　授 雑賀　隆史 尿路腫瘍・ロボット手術

特任教授 菊川　忠彦 尿路腫瘍・放射線治療

准教授 宮内　勇貴 腎不全・腎移植

講　師 三浦　徳宣 尿路腫瘍・がん薬物療法

助　教 福本　哲也 女性泌尿器科

助　教 西村　謙一 小児泌尿器科

助　教 渡辺　隆太 一般泌尿器科・基礎研究

助　教 大西　智也 一般泌尿器科・基礎研究

助　教 澤田　貴虎 一般泌尿器科・腎移植
国産手術支援ロボット"hinotori"を導入


